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あらまし：物理の e ラーニングウェブサイト「KIT 物理ナビゲーション」を開発し，2016 年 3 月にウェ

ブ上に公開した。これまでに，1ページ 1知識で，力学，電磁気学，波動，熱力学に関する物理法則など

のページを作成してきた。どのページからアクセスしても，自分の知りたい知識をピンポイントに知り，

さらに，自分の知識に応じて，基礎や応用の知識を獲得するようなアダプティブラーニングを支援する総

合的なウェブサイトを目指して，新たに，演習問題のページを開発した。 
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1. はじめに 

 2016年 3月から物理の eラーニングウェブサイト

「KIT 物理ナビゲーション」(1)を公開している。2019

年 4 月から，新たに演習問題のウェブページを作成

しはじめた（図 1）。ここでは，演習問題の例と，そ

のハイパーリンク構造について説明する。ここで，

KIT 物理ナビゲーションには，以下の特徴がある。 

・高校の知識から大学の知識へスムーズに学習する

ことができる(2)。 

・知識構造が可視化され，自分の知識を確認するこ

とができる(3),(4)。 

・教科書のような積み上げ式ではなく，アダプティ

ブラーニングにより，自分の知識に応じた学習をす

ることができる(5)。 

・物理，数学(6)，工学(7)の STEM（Science, Technology, 

Engineering, Mathematics）の知識を総合的に学習す

ることができる(5)。 

・Google 翻訳で，英語などすべての言語に対応して

いる。 

 このように，STEM の知識を総合的に学習できる

ウェブサイトを構築してきた。 

 

 
 

図 1 KIT 物理ナビゲーションのトップページ 

2. 演習問題 

演習問題を新たに作成した。ここでは，演習問題

の 2 つの例を示す。図 2は 1 体問題の演習問題を示

し，図 3 はエレベータと人の 2 体問題の演習問題を

示す。ここで，図 3 は，図 2 の応用問題である。こ

れらは，運動方程式を適切に理解し，運動方程式を

たてて，解くことができるかを問う問題である。こ

こで，図 2 は，ラジオボタンで回答する形式にした。

正解を選ぶと，図 4 のように「正解！」と表示され，

その下に解答と解説が表示される。 

 

 
 

図 2 例題 1（1体問題） 

 

 
 

図 3 例題 2（2体問題） 

演習問題を追加 
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図 4 例題 1の解答と解説 

 

図 3 の演習問題に必要な知識として，等加速度直

線運動，等速直線運動，垂直抗力があり，ハイパー

リンクで復習することができる。図 3の設問（1）で，

解答を押すと答えが表示され，解説を押すと詳しい

解説が表示される（図 5）。そのときに，問題を解く

ために必要な知識を補いながら，どのページからア

クセスしても，解けるように工夫した。解説におい

て，「ニュートンの運動の第二法則（運動の法則）」

をクリックすると，運動の法則の意味を知ることが

できる。また，「運動方程式」をクリックすると，運

動方程式のたてかたを学習することができる。 

図 6 は，演習問題と関連する知識も含め，それら

の難易度とハイパーリンク構造を示したものである。 

 

 
 

図 5 例題 2の解答と解説 

 

 
 

図 6 アダプティブラーニング 

 

図 6 において例題 2（2体問題）の方が例題 1（1体

問題）よりも難しく，例題 2 からアクセスして，解

けない場合は，より基本的な問題である例題 1 を復

習して解くことができる。例題 1が解けない場合は，

さらに，「ニュートンの運動の第二法則（運動の法則）」

と「運動方程式」を復習してから，再度，例題 2 に

チャレンジすることができる。図 6の矢印の向きは，

難しい知識からやさしい知識への向きを示した（リ

ンクバックラーニング）。どの演習問題からトライし

ても，問題を解くことができるようにハイパーリン

ク構造を工夫する必要がある。 

 

3. まとめ 

新たに演習問題を作成して，ウェブサイトで公開

した。訪問者が，演習問題を解くために必要な知識

を補いながら，アダプティブラーニングできるよう

な総合的なウェブサイトを構築することを目指して

いる。現在は，力学の演習問題を作成しているが，

さらに演習問題を作成することが課題である。また，

クラスター分析(8) により，演習問題のウェブページ

のアクセスログ解析をすることで，適切なハイパー

リンク構造に改善することも課題である。 

 本研究は，JPSP 科研費 JP19K03154 「知識構造の

可視化と連携した演習とチャット機能を備えた

STEM 学習環境の構築と分析」の助成を受けたもの

で，記して謝意を表します。 
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